
かぜ たいよう ごかん すみか
風と太陽を五感で感じる栖

今回築70年になる建物の建替えのため、当時使用された
県産材で欅の柱・梁をキッチンカウンターや、机に加工し
再利用している。今までの建物での思い出を新しい形で
受け継げるよう工夫したことに加え、処分時や新たに発生
するCO2の削減を含め環境負荷も低減しています。

思い出と歴史を感じる

製材前の古材 加工した古材
カウンターとしてアクセントに

職人の技を感じる

建物の骨組みが決まる上棟は、自社の仕事のみを行う大工が組み上げていきます。

建物の奥でも明るい居室
2Ｆのお部屋には、壁にも杉板を使用。
木の香りと落ち着きのある空間にしました。

お客様をおもてなしできる通り土間玄関

お客様をおもてなしできる通り土間玄関
使いやすさを考えて、
設計・職人と造る対面キッチン

昔の建物の思い出をこれからもつなぐ建具

南立面 東立面 北立面 西立面

建築面積　　100.40㎡
延床面積　　143.25㎡
木材使用量　 　　　　21.46㎥
埼玉県産木材使用量　 19.28㎥
工事平米単価　　　　 20万円/㎡

陽の栖 ＨＰ 陽の栖 instagram

戸袋にも木を使う外観

平屋にも見えるシンプルな外観

吹抜けから家族のつながり


